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震災復興へ、
総力をあげて



13 .11
復
興
に
向
け
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
取
り
組
み

N E X T  J A P A N 第 回5

3

　

危
機
対
応
融
資
と

　

D
B
J
法
改
正

　

危
機
対
応
融
資
は
、政
府
が
認
定
し
た
危

機
、た
と
え
ば
大
規
模
な
災
害
を
は
じ
め
、

内
外
金
融
秩
序
の
混
乱
、テ
ロ
リ
ズ
ム
、感
染

症
等
に
際
し
て
、そ
の
危
機
に
よ
る
被
害
に

対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
、政
府
の

指
定
を
受
け
た
民
間
金
融
機
関（
指
定
金

融
機
関
）が
、日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の

信
用
供
与
を
受
け
て
迅
速
か
つ
円
滑
に
供

給
す
る
も
の
で
あ
る
。近
年
の
大
規
模
な
も

の
と
し
て
は
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
国
際
金

融
秩
序
の
混
乱（
2
0
０
８
年
）の
際
に
、

同
様
の
危
機
対
応
融
資
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
震
発
生
翌
日
の
2
0
1
1
年
3
月

1
2
日
、今
回
の
東
日
本
大
震
災
が
関
係
大

臣
に
よ
り
危
機
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、D
B
J
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
企

業
に
対
す
る
危
機
対
応
業
務
を
開
始
し

23

た
。そ
し
て
、こ
の
災
害
の
規
模
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、危
機
対
応
業
務
の
拡
充
が
な

さ
れ
て
いっ
た
。

　

被
災
企
業
を
支
援
す
る
に
は
、長
期
・

低
利
融
資
が
不
可
欠
と
な
る
。予
算
規
模
に

つ
い
て
見
る
と
、金
融
危
機
が
ほ
ぼ
収
束
し
て

い
た
た
め
、国
の
2
0
1
1
年
度
当
初
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
た
危
機
対
応
融
資
予
算
は

1
3
2
0
億
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。し
か

し
、こ
の
た
び
の
災
害
発
生
を
受
け
た
第
1

次
補
正
予
算
が
成
立
し
、中
堅
大
企
業
向
け

の
危
機
対
応
融
資
予
算
と
し
て
、2.
5
兆
円

が
上
乗
せ
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、こ
の
た
び
の
震
災
の
被
害
は
非

常
に
大
き
い
た
め
、金
融
危
機
対
応
と
同
様

の
、利
子
補
給
、損
害
担
保
の
制
度
が
追
加

さ
れ
る
な
ど
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
る
制

度
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
危
機
対
応
業
務
を
円
滑
に
実

施
で
き
る
よ
う
、今
国
会
で
成
立
し
た「
東

日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財

震災復興へ、
総力をあげて

月11日に発生した東日本大震災は、地震・
津波被害に加えて原発事故を含めた電力
供給障害、放射線問題を併発するなど、

かつて世界が経験したことのない大規模災害となった。
震災復旧・復興へ向けて、官民の総力をあげた
さまざまな取り組みが続けられているが、原発問題

の先行きに依然として不透明感が残る現在もなお、
日本は国難と言える状況から脱しきれていない。今号
では、この未曾有の事態からの復旧・復興に向けた
日本政策投資銀行（DBJ）および仙台市の取り組み、
有識者からの提言を紹介する。
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政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
」に
、

危
機
対
応
融
資
の
業
務
を
担
う
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

商
工
中
金
の
完
全
民
営
化
を
3
年
延
長
す

る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
完
全

民
営
化
の
時
期
は
2
0
2
0
〜

2
2
年（
平
成
3
2
〜
3
4
年
）

を
目
途
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
資
本

基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、政
府
の

出
資
可
能
期
限
も
2
0
1
4
年

度
末（
平
成
2
6
年
度
末
）ま
で

3
年
延
長
さ
れ
る（
図
１
）。

　

東
北
復
興
支
援
室

　

震
災
発
生
後
、宮
城
県
、仙
台

市
で
は
復
興
基
本
方
針
が
策
定・

発
表
さ
れ
、政
府
に
お
い
て
も
復

興
構
想
会
議
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、復
興
に
向
け
た
動
き
が
加
速

し
つつ
あ
る
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
も
東
北
被
災
地
域
に

お
い
て
、被
災
企
業
等
に
対
し
て

の
投
融
資
に
よ
る
救
済
・
復
旧
・

復
興
支
援
は
も
と
よ
り
、地
方
公
共
団
体
等

が
主
導
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
構
想
検
討
段
階
か
ら
の

協
力
、被
災
各
県
の
地
域
金
融
機
関
と
連
携

し
た
被
災
地
域
向
け
の
円
滑
な
資
金
供
給

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、4
月
2
1
日
に
東
北

支
店
内
に
設
置
し
た
の
が「
東
北
復
興
支
援

室
」だ
。東
北
被
災
地
域
の
復
興
に
向
け
て

Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
し
て
全
社
を
あ
げ
て
取
り
組
む

た
め
、復
興
支
援
に
有
益
な
行
内
の
知
見
・

金
融
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
し
、東
北
被
災
地
域

に
提
供
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
。同
室
は
、

本
店
公
共
Ｒ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
、地
域
振
興

グ
ル
ー
プ
、金
融
法
人
部
な
ど
部
店
横
断
的

な
体
制
で
、東
北
被
災
地
域
に
お
け
る
自
治

体
、地
域
金
融
機
関
、国
の
機
関
、経
済
団
体

等
と
連
携
し
、復
興
に
有
益
な
情
報
提
供
、

調
査・企
画
業
務
を
行
う（
図
2
）。

　

５
月
１
８
日
に
は
、被
災
地
の「
創
造
的
復

興
」を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
復

興
地
域
づ
く
り
研
究
会
」﹇
委
員
長
：
大
西

隆（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）﹈を
設
立
し
、

同
日
、第
１
回
の
研
究
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

　

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ン
ド

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、自
動
車
産
業
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
分
断
し
、更
に
は
電
力

供
給
や
原
発
の
問
題
も
あ
り
、同
産
業
全
体

の
生
産
回
復
に
は
不
透
明
感
を
残
す
。

今
後
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、拠
点
再
編
等
を

含
む
復
興
や
、生
産
の
低
迷
に
よ
る
資
金

回
収
の
長
期
化
、更
に
は
経
営
の
安
定
化
の

た
め
に
も
資
本
性
資
金
を
含
む
長
期
安
定

資
金
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
、こ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
支

え
る
コ
ア
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
支
援
す
る
た
め
、

D
B
J
は
社
団
法
人
日
本
自
動
車
部
品

工
業
会（
会
員
数
約
4
5
0
社
）と
協
力
し
て

フ
ァ
ン
ド
設
立
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、今
後

は
民
間
金
融
機
関
等
と
の
協
力
も
検
討
し

て
い
く
。本
件
は
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
復
興
支

援
だ
け
で
な
く
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤

強
化
を
通
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
供
給
体
制
の

維
持
と
と
も
に
、日
本
の
基
幹
産
業
の
発
展

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

地
銀
連
携
に
よ
る
復
興
支
援

　

東
日
本
大
震
災
が
地
域
に
与
え
た
影
響

は
広
範
か
つ
甚
大
で
あ
り
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、

よ
り
幅
広
い
地
域
企
業
に
対
し
、多
様
化
さ

れ
た
ツ
ー
ル
を
用
い
て
復
興
支
援
を
図
っ
て
い

く
方
針
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、伝
統
的
に
D
B
J
と
深
い

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
を
有
す
る
地
方
銀
行

と
の
連
携
の
も
と
、震
災
の
影
響
を
受
け

た
地
場
企
業
に
対
し
、D
B
J
の
危
機
対

応
融
資
の
活
用
や
、地
銀
と
の
共
同
フ
ァ

ン
ド
の
創
設
を
通
じ
て
、協
調
支
援
を
進

め
て
い
く
べ
く
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

　

特
に
、地
銀
と
の
共
同
フ
ァ
ン
ド
は
、地
銀

シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
な
ど

も
含
ま
れ
る
。

　

２
０
０
１
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

の
際
、B
C
P
を
策
定
し
て
い
た
企
業
と
、

そ
う
で
な
い
企
業
と
で
、復
旧
に
要
す
る
時
間

に
大
き
な
差
が
生
じ
た
。内
閣
府
の
統
計

に
よ
れ
ば
、B
C
P
策
定
率
は
大
企
業
で

2
8
%
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。「
防
災
格

付
」融
資
を
実
施
す
る
過
程
で
、融
資
先
企

業
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
こ
と

と
な
る
が
、そ
の
中
で
B
C
P
策
定
の
必
要

性
を
は
じ
め
、不
足
し
て
い
る
対
策
を
企
業

側
に
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
多
く
、

資
金
面
の
み
な
ら
ず
、防
災
対
策
に
係
る

情
報
提
供
と
い
う
面
で
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
機
に
、防
災

に
対
す
る
企
業
の
関
心
は
高
ま
る
と
予
想

さ
れ
る
。現
在
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、こ
の
未
曾
有

の
災
害
を
踏
ま
え「
防
災
格
付
」融
資
の

内
容
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、災
害
発
生

に
備
え
た
積
極
的
な
事
業
継
続
体
制
整

備
の
状
況
な
ど
も
評
価
項
目
に
追
加
す
る

方
針
だ
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
今
後
も
有
利
な
資
金

調
達
手
段
の
提
供
を
通
じ
て
、企
業
の
防

災
対
策
の
一
層
の
促
進
を
後
押
し
す
る
と

と
も
に
、強
固
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
網
の

整
備
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

復
興
計
画
策
定
へ
の
協
力

　

D
B
J
は
、グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク・

日
本
経
済
研
究
所
と
と
も
に
、宮
城
県
や

岩
手
県
な
ど
が
復
興
計
画
を
策
定
す
る
に

当
た
り
、会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
な
ど
積
極

的
に
参
画
し
、東
北
支
店
に
よ
る
地
域
の

情
報
と
、東
京
を
含
む
他
地
域
で
の
分
析
を

提
供
し
て
い
る
。加
え
て
、政
府
が
設
置
し
、

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
東
日
本
大
震
災

復
興
構
想
会
議
の
下
で
、専
門
的
な
立
場
か

ら
議
論
を
行
う
検
討
部
会
で
も
、様
々
な

提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、D
B
J
の
研
究
部
門
で
あ
る
設
備

投
資
研
究
所
で
は
、関
係
の
深
い
大
学
教
授

な
ど
に
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
提
言

を
募
り
、そ
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

1
1
年
夏
に
は
、財
団
法
人
東
京
大
学

出
版
会
よ
り
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
注
）Ｂ
Ｃ
P

B
u
s
i
n
e
s
s 

C
o
n
t
i
n
u
i
t
y 

P
l
a
n
：

事
業
継
続
計
画
。
事
業
活
動
に
影
響
し
う
る
災
害
や
事

故
な
ど
不
測
の
事
態
に
備
え
て
、
許
容
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
を
保
つ
、
又
は
許
容
さ
れ
る
期
間
内
に
復
旧
す
る

目
的
で
、
組
織
体
制
、
事
前
準
備
、
災
害
発
生
時
の
対

応
方
法
な
ど
を
規
定
す
る
計
画

の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
取
引
先
網・情
報

網
）と
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
係
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
融
合
さ
せ
、被
災
の
状
況
が
異
な
る
地

域
毎
の
事
情
･
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
復
興
支
援

を
推
進
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　

防
災
格
付
融
資

　

地
震
、台
風
、火
事
等
の
災
害
に
加
え
、

近
年
で
は
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
や
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
、企
業
を
取
り
巻
く
脅
威
は
多

様
化
し
て
い
る
。こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
２
０
０
６
年
度
か
ら
世
界
で
初

め
て「
防
災
格
付
」融
資
を
開
始
し
、２
０

１
０
年
度
末
ま
で
に
延
べ
２
７
件
に
対
し
て
、

１
２
０
億
円
を
超
え
る
融
資
を
実
施
し
て

い
る
。

　
「
防
災
格
付
」融
資
の
狙
い
の一つ
は
、災
害

リ
ス
ク
に
備
え
る
取
り
組
み
を
資
金
面
で

後
押
し
す
る
こ
と
。企
業
の
防
災
対
策
を

評
価
し
て
、そ
の
格
付
に
応
じ
て
融
資

金
利
を
優
遇
す
る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、企

業
の
防
災
対
策
全
体
を
評
価
す
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。こ
の
た
め
資
金
の
使
途
を

見
る
と
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
物
流
拠
点
な
ど

の
耐
震
化
等
に
加
え
、B
C
P（
注
）の
策

定
費
用
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
確
保
、情
報
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図１：DBJ民営化のスケジュール

平成18年度 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31～

株 式
会社形態
業 務
資金調達

政府保有 政府保有
政府系金融機関（特殊法人） 株式会社（特殊会社）

旧DBJ法に基づく 新DBJ法に基づく
政府保証債・財政融資資金借入・自己調達 自己調達・政府保証債・財政融資資金借入

準備期間
（政府系金融機関）

移行期間
（政府が株式を保有する特殊会社）

※平成27年4月からおおむね
5～7年後を目途として完全民
営化するものとされました。ただ
し、平成26年度末を目途とし
て、政府による株式の保有を
含めた当行の組織の在り方等
を見直し、必要な措置を講ずる
こと。あわせて、この措置が講
ぜられるまでの間、政府はその
保有する当行の株式を処分し
ないものとされています。

平成19年6月

新DBJ法
成立

平成20年10月

民営化
（株式会社化）

平成21年6月

新DBJ法
改正

平成23年5月

新DBJ法
改正等

平成26年度末
（目途）
政府による
DBJの組織
の在り方等
を見直し

図2：東北復興支援室と関係機関との連携

DBJ
東北復興
支援室

自治体

地域金融
機関

国の機関
経済団体

被災企業等への
円滑な

資金供給のため
の仕組み作り

地域金融機関
との連携

各種政策・産業に
対応した情報
提供等の支援

国の機関・経済
団体との連携

自治体が策定する復興へ向けた
インフラ整備やまちづくりなどの

構想・計画づくり支援

自治体との連携
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“５＋１”の巨大複合 災害に有効な政策とは ～過去の世界の経験から学ぶ～

❶2008年5月12日　四川省ほか9省市の一部（50万k㎡）
❷マグニチュード8.0　　　　　　 （日本の面積の1.5倍）
❸死者7万人、行方不明者1万8千人、避難者1500万人
❹11兆円以上（直接被害）
❺一部被災地の強制移住で暴動等の反発あり

中国・四川省大地震

■物理的な被害だけでなく（直接被害）、域内の経済活動が低下し、  観光客も減少（間接被害）　
■復興に数年単位の時間を要し（阪神・淡路ではストック復旧に3年）、  産業活動の空白を取り戻すことは容易でない
■街の再生においては、土地区画整理や立ち退きなどで住民の財産  権との利益相反の問題が生じる

❶2001年9月11日　米国ニューヨーク他

❷航空機のハイジャックによる４つのテロ

❸死者約3,000人、負傷者6,000人超

❹2.5兆～3.8兆円（直接被害）

❺米国旅客運送量がテロ後1ヵ月で前年比34％減

　入国者数が2001年水準に戻るのに４年程度かかる

米国・9.11同時多発テロ

■恐怖から逃れるために人々の行動が抑制され、経済活動が停滞
　（今回の放射線問題と共通の現象）
■根本を断たない限り長期にわたり影響が残る　
■産業面では、9.11テロ以降、ＢＣＭ（事業継続管理）が普及

例）カリフォルニア電力危機

❶2000年夏～翌年　米国カリフォルニア州

❷自由化が進められるなか、電力需給が逼迫

❸2000年10月～01年5月に計8回の輪番停電を実施

❹カリフォルニア州の約150万世帯に影響

❺大手電力会社3社のうちの一つが倒産［Chapter11］

　（卸電力価格上昇分を小売価格に転嫁できず）

米国における大規模な停電

■かつて欧米では、需給逼迫が原因で、頻繁に停電が発生
■カリフォルニアの一部では、将来的な電力需要抑制に向けてユーザー側に
　スマートメーターを導入
■複数の電源が一度に損傷した例はなく、今回のように供給不足が
　長期間予想されるのは初めて

❶1986年4月26日　ウクライナ プリチャピ市

❷実験中のミスによる原子炉の溶解、爆発

❸死者4,000人超、避難者13万5千人

❹25年経過後も復興見通しが立たない  
　被害額：ウクライナ15年13兆円、ベラルーシ30年20兆円
　対策費：旧ソ連1.6兆円、ウクライナ0.6兆円以上、ベラルーシ1.1兆円以上、ロシアは不明

❺居住不能地は約1万k㎡、半径30㎞圏内立入禁止  

　農畜産物（牛乳、肉、野菜）で風評被害が発生

旧ソ連・チェルノブイリ原発事故

❶1979年3月28日　米国ペンシルバニア州

❷運転中の事故、ミスによる燃料棒の損傷

❸死者0人、避難者14万人

❹汚染は発電所内にとどまったが、除染撤去に14年、850億円

　（電力会社、国、自治体で負担）

❺事故発生後2000年にかけて原発新設計画凍結

米国・スリーマイル島原発事故

■放射線汚染は長期にわたり継続、経済被害は膨大となり、用途が制限される
　エリアが出現
■対策は長期にわたるため対策費用も膨大
■農作物では風評被害が発生
■事故後の原子力政策に多大な影響

❶2005年8月下旬　米国ニューオリンズ周辺の3州

❷米国史上最大のハリケーン被害（高潮9m超）

❸死者約2千人、避難者100万人以上（5年で8割戻る）

❹6～11兆円（直接被害）

❺ニューオリンズ市の約８割が水没。メキシコ湾岸の石油・天然ガスが約9割停止し、
　燃料価格が上昇（石油備蓄の取り崩しで対応）

米国・ハリケーン・カトリーナ

❶2004年12月26日　インドネシア他周辺14ヵ国

❷マグニチュード9.0

❸死者・行方不明者約23万人

❹9,630億円以上（直接被害＋間接被害）

❺被害はインド洋沿岸の14ヵ国に及び、被害の中心は農業、漁業を営む地方エリア

インドネシア・スマトラ沖地震・大津波

■基本的な被害の形態や必要な政策は地震と同様。産業面でも大規模な
　被害を伴う
■加えて、以下の水害特有の特徴あり
　①被害が面的広がりを持って発生
　②海岸や川岸など危険エリアを特定しやすい

■経験と特徴

産業調査部
　東日本大震災は、単なる■地震災害ではなく、■水害（津波）、

■原発事故、■見えない恐怖（風評被害）、■電力供給障害、■大規模

なサプライチェーン途絶を伴った巨大複合災害である。■～■は世界

で類似の経験があり、それを紐解くことで有効な政策を学ぶことができ

る。但し、■の大規模サプライチェーン途絶は世界でも未経験であり、

現状をしっかり見極め、政策を検討するしかない。“５＋１”の巨大複

合災害に有効な政策は何か。

1

3 4 5

51

6

6

2
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災害等の事例
❶災害等の発生日、場所　❷災害等の概要・規模等　❸人的被害の規模　
❹直接被害・間接被害の規模（1$=85円で換算）　❺その他特徴的な被害等　

地　　震

見
え
な
い
恐
怖

水
害（
ハ
リ
ケ
ー
ン
、洪
水
、津
波
）

電
力
供
給
障
害

原
発
事
故

3

1

4

2

5

●需要側の制御へ発想の
　転換

●供給側については、中長期
　的な視点からエネルギー
　ミックスを検討すべき

●情報開示の透明性が重要
　（スリーマイル1号機は、
　2号機の事故後、6年後に運開）

●IAEA等第3者による客観的な
　評価など情報開示の方法も重要

●正確かつ分かりやすい情報
　提供が、過剰反応を抑制し、
　適切な自己防衛を促す

●根本を断つことが最大の対策

●産業面ではＢＣＭが重要
　（一部の金融機関で
　  早期復旧に成功）

●再発防止のため危険
　エリアから移転する選択肢

●私有財産の制限や、政府に
　よる被害物件の買い取り
　（カトリーナでは1件最大
　15万ドル）

●被災エリアを高度  化させる工夫が重要

 ①迅速な復興で産業  活動の空白を短縮化

②産業振興策  を盛り込む必要性

●「まち」の  復興には、
早期の住民  合意形成
プロセス  が重要

●国内で  の供給

●複数企業  の協力による
供給体制複  線化の促進

（Ｍ＆Ａ支援、独  禁法の要件緩和）

●産業集  積エリアを
活用した供給体  制複線化の優遇

体制複線  化の支援

政　策

■東北地方には「ものづくり」の集積が存在
■今回のような大規模なサプライチェーン途絶はかつて  経験ない
■サプライチェーン途絶を回避するため生産拠点の分散  化が進む可能性
■海外グローバル企業が調達先を分散化させる動きをみ  せており、日本企業も生産拠点の分散化で対応する可能性
■生産拠点の分散化には海外生産も視野に入るため、  国内産業の空洞化に繋がる可能性

＋1
大規模なサプライ  チェーン途絶

世界でも
未経験

❶1995年1月17日　神戸市およびその周辺
❷マグニチュード7.3
❸死者6,434人、負傷者 43,792人
❹9兆9,268億円（直接被害）
❺神戸港の地位低下、ケミカルシューズ産業の衰退

阪神・淡路大震災

❶1923年9月1日　神奈川県ほか関東全域
❷マグニチュード7.9
❸死者・行方不明者 約10万5千人
❹55～100億円以上（直接被害）
❺火災による死傷者・建物倒壊 大　→　大規模都市計画・耐震基準化

関東大震災
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日
本
大
震
災
は
、地
震
、津
波
、

原
発
事
故
と
被
害
は
複
合
的
で
、

被
災
範
囲
は
広
域
的
か
つ
多
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、被
害
甚
大
の
岩
手
、宮
城
、福
島
、

茨
城
4
県
に
つ
い
て
エ
リ
ア
別（
県
別
／

内
陸
・
沿
岸
別
）に
被
害
状
況
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、被
害
額
を
推
定
し
、各
エ
リ
ア

の
経
済
構
造
を
整
理
し
た
。

ず
、被
害
状
況
を
エ
リ
ア
別
に
み

る
と
、死
者
・
行
方
不
明
者
は
宮

城
県
沿
岸
部
で
最
も
多
い
。避
難
者
を
含

め
た
被
災
者
比
率
は
、中
心
街
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
沿
岸
部
で

1
6.
7
％
、原
発
避
難
地
域
が
含
ま
れ
る

福
島
県
沿
岸
部
で
1
4.
3
％
と
、他
地
域

と
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

に
、D
B
J
が
独
自
に
推
計
し
た

エ
リ
ア
別
の
被
害
推
計
を
み
る
。

推
計
方
法
は
、県
別
資
本
ス
ト
ッ
ク（
公
共
・

民
間
・
住
宅
）を
各
種
市
町
村
別
統
計
等
に

も
と
づ
き
エ
リ
ア
別
に
推
計
し
、そ
の
う
え

で
、人
的
被
害
・
企
業
の
被
害
等
ふ
ま
え
総

合
的
に
推
定
し
た
被
害
率
を
乗
じ
、エ
リ
ア

別
の
被
害
額
を
推
計
し
た（
図
）。

計
結
果
は
、今
次
震
災
の
被
災

主
要
4
県
の
被
害
金
額
が
1
6

兆
円
と
試
算
さ
れ
た（
表
）。内
陸
部
被
害

率
2
〜
5
%
に
対
し
て
沿
岸
部
被
害
率
は

7
〜
4
7
%
と
格
段
に
高
く
、今
回
の
震

災
が
津
波
震
災
で
あ
っ
た
こ
と
が
如
実
に

分
か
る
。と
く
に
、岩
手
県
沿
岸
部
の
被
害

率
は
4
7.
3
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
で
は
、港
湾
が
ほ
ぼ
壊

滅
し
、国
道
4
5
号
線
は
陥
没
、橋
梁
が
落

下
し
、病
院
や
学
校
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。民
間
資
本
ス
ト
ッ
ク
も
、鉄
鋼
、セ
メ

ン
ト
な
ど
の
工
場
で
冠
水
し
、設
備
に
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。ま
た
、宮
城
県
沿
岸
部

の
被
害
率
も
、2
1.
1
％
と
資
本
ス
ト
ッ
ク

の
2
割
強
が
毀
損
し
て
お
り
、同
エ
リ
ア
の

被
害
額
は
4.
9
兆
円
に
達
し
て
い
る
。社

会
資
本
ス
ト
ッ
ク
で
は
、港
湾
や
国
道・県
道

の
橋
梁
、下
水
浄
化
処
理
施
設
な
ど
が
破

壊
さ
れ
、民
間
資
本
ス
ト
ッ
ク
も
、食
料
品

や
石
油
精
製
、紙
パ
ル
プ
な
ど
沿
岸
部
の
工
場

が
軒
並
み
被
災
し
た
ほ
か
、農
業
も
、津
波

に
よ
っ
て
灌
漑
施
設
が
破
壊
さ
れ
、農
地
も

塩
害
被
害
を
受
け
た
。一
方
、内
陸
部
に
つ
い

て
は
、震
度
７
の
激
震
を
記
録
し
た
宮
城
県

栗
原
市
で
も
死
者
・
行
方
不
明
者
は
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、人
的
被

害
は
限
定
的
で
あ
り
、奇
し
く
も
、わ
が
国

建
物
の
耐
震
性
が
実
証
さ
れ
た
。た
だ
し
、

産
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、電
気
機
械
・
自
動

車
と
い
っ
た
東
北
の
主
要
産
業
に
お
い
て
、

生
産
ラ
イ
ン
の
ず
れ
や
建
物
の
損
壊
な
ど
に

よ
っ
て
生
産
活
動
が
休
止
し
た
。こ
れ
ら
の

企
業
で
は
工
場
自
体
は
復
旧
し
た
も
の
の
、

部
品
調
達
の
断
絶
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ

り
操
業
度
を
低
下
さ
せ
て
い
る
企
業
も

多
く
、１
日
も
早
い
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

に
、エ
リ
ア
別
の
経
済
構
造
を
み

る
と
、製
造
品
出
荷
額
は
、茨
城

県
内
陸
部
で
6.
9
兆
円
と
高
く
、岩
手
県

沿
岸
部
で
0.
4
兆
円
と
低
い
。一
方
、水
産

業
を
み
て
み
る
と
、水
産
業
従
業
者
比
率

は
、岩
手
県
沿
岸
部
、宮
城
県
沿
岸
部
が
、

そ
れ
ぞ
れ
1
9.
5
%
、7.
8
％
と
高
く

な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、エ
リ
ア
別
の

経
済
構
造
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ

か
る
。

の
よ
う
に
、今
回
の
震
災
は
非
常

に
広
範
に
及
ん
だ
た
め
、被
害
状

況
、経
済
構
造
も
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
。従
っ
て
、今
後
復
興
プ
ラ
ン
を
検

討
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、一
律
的
な
復
興

計
画
で
は
な
く
、各
県
別
、内
陸
・
沿
岸
部

別
に
、き
め
細
か
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
の

エ
リ
ア
別
被
害
推
定
と
経
済
構
造

東ま

推

次

次こ

Next Japan Next Japan

（表）エリア別の推定資本ストック被害額

26,369 

7,449 

33,818 

31,443 

23,182 

54,625 

34,314 

15,941 

50,254 

47,827 

21,727 

69,553 

139,952 

68,299 

208,251 

457 

1,943 

2,400 

856 

2,031 

2,887 

630 

1,244 

1,874 

460 

766 

1,226 

2,403 

5,985 

8,387 

22 

607 

629 

40 

1,446 

1,486 

7 

145 

152 

40 

87 

126 

109 

2,285 

2,394 

64 

191 

255 

148 

290 

438 

263 

151 

414 

175 

355 

530 

650 

987 

1,637 

211 

781 

992 

551 

1,130 

1,681 

370 

319 

689 

318 

275 

593 

1,451 

2,504 

3,955 

754 

3,522 

4,276 

1,595 

4,897 

6,492 

1,270 

1,859 

3,129 

993 

1,483 

2,476 

4,612 

11,761 

16,373 

2.9%

47.3%

12.6%

5.1%

21.1%

11.9%

3.7%

11.7%

6.2%

2.1%

6.8%

3.6%

3.3%

17.2%

7.9%

71

1,245

318

118

499

279

84

346

153

44

212

83

74

470

188

推定資本ストック
（A）

被害率
（B/A）

人口１人あたり
被害額（万円）生活・社会インフラ 住宅 製造業 その他 合計 （B）

推定資本ストック被害額

岩手県

宮城県

福島県

茨城県

4県計

内陸部

沿岸部

合計

内陸部

沿岸部

合計

内陸部

沿岸部

合計

内陸部

沿岸部

合計

内陸部

沿岸部

合計4県計

単位：10億円

（備考）
1.沿岸部は海岸線を有する市町村、内陸部はその他の市町村としている。2.福島第一原子力発電所事故がもたらした様々な被害は、被害額推計には含まれていない。  
  

（図）推定プロセスの概要

１．民間企業資本ストック・社会資本ストック

県別資本ストックの先行研究を時点延長 

県別・内陸沿岸別の推定資本ストック

県別・内陸沿岸別の推定被害額

県別の1戸あたり住宅資産額

県別住宅被害額

県別・内陸沿岸別の住宅被害額

県別・内陸沿岸別の総合被害率

倍率補正

県別・内陸沿岸別の推定被害率

民間企業資本は市町村内総生産、社会資本は人口により内陸部・沿岸部に按分
（臨海部に立地する鉄鋼・石油など一部の産業については立地特性を勘案）

1

2

3

7

1

2

3

4

5

6

県民経済計算の固定資本形成
民間企業資本ストック統計等から推定される過去の平均除却率

市町村別人的被害率（避難者を含む）
県別・内陸沿岸別の企業被災率（設備損壊で操業停止した一
定規模以上の企業の比率）

阪神大震災における上記で算出した総合被害率と実際の被害
率の比率を参考

全国消費実態調査

県別住宅被害数
被害率は、全壊100％、半壊50％、一部損壊20％として算出

市町村別人的被害数（避難者を含む）で内陸と沿岸に按分

市区町村内総生産
市区町村別人口
産業立地特性

２．住宅資本ストック

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ
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行
政
は
都
市
全
体
に
対
す
る
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
や
都
市
の
機
能
性
の
向
上
に
つ
い
て
責

任
が
あ
る
た
め
、一
人
ひ
と
り
の
心
か
ら
出
て

く
る
思
い
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
た
形
で
全
体

を
マ
ネ
ー
ジ
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
時
、我
々
だ
け
が
そ
れ
を
背
負
い
込

む
の
で
は
な
く
、全
体
を
支
え
る
枠
組
み
や
柱

に
つ
い
て
仙
台
市
民
の
被
災
後
の
思
い
や
願
い

を
反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。問
わ

れ
て
い
る
の
は
、今
回
の
被
災
経
験
を
今
後
の

暮
ら
し
や
街
に
ど
う
反
映
し
て
い
く
か
と
い
う

一人
ひ
と
り
の
叡
智
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。

│
│
こ
れ
ほ
ど
地
域
の
行
政
と
住
民
が
協
働

で
き
る
機
会
は
、か
つ
て
な
か
っ
た
。こ
の

機
会
を
活
か
す
こ
と
が
復
興
の
鍵
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、た
と
え
ば
区
画

整
理
や
再
開
発
な
ど
で
住
民
と
話
し
合
う
際

に
、理
由
は
と
も
か
く
反
対
と
い
う
方
も
い
らっ

し
ゃい
ま
し
た
。今
回
も
反
対
は
あ
り
ま
す
が
、

明
確
な
理
由
が
あ
り
別
の
提
案
が
あ
り
ま
す
。

両
者
が一緒
に
な
って
や
って
い
か
な
け
れ
ば
、こ

の
広
大
な
地
域
は
復
興
で
き
な
い
と
い
う
覚
悟

が
芽
生
え
て
い
る
わ
け
で
す
。実
際
、現
場
の
職

員
は
そ
の
手
応
え
を
感
じ
る
と
言
って
い
ま
す
。

│
│
今
後
1
0
月
を
メ
ド
に
復
興
計
画
を
策

定
し
、5
年
で
復
興
を
目
指
す
と
の
こ
と
で

す
が
、東
北
全
体
の
復
興
の
中
で
の
仙
台
市
の

役
割
に
つ
い
て
は
、ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

被
災
地
の
中
で
仙
台
の
特
色
は
、何
よ
り

も
人
口
集
積
が
大
き
く
、東
北
唯
一の
政
令
指

定
都
市
と
い
う
点
で
す
。産
業
、観
光
、教
育

な
ど
他
地
域
に
は
な
い
多
く
の
機
能
と
、そ
れ

ら
を
東
北一円
に
供
給
し
て
い
く
ゲ
ー
ト
ウェ
イ

と
し
て
の
配
分
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。今
回

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
断
絶
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、仙
台
が
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
、そ
う
し

た
機
能
が
長
期
間
欠
如
し
、東
北
全
体
に

と
っ
て
の
ハ
ン
デ
ィ
と
な
り
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
、仙
台
の
復
興
は
ど
こ
よ
り
も
急
が
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、1
0
年
計
画
の
地
域
も
あ
る

中
、仙
台
で
は
５
年
と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
産
業
活
動
や
交
流

人
口
を
回
復
し
、東
北
全
体
の
牽
引
力
と
な

る
こ
と
が
仙
台
の
責
務
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
地
域
再
生
の
モ
デ
ル
を
作
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、海
岸
沿
い
の

住
ま
い
を
内
陸
部
に
移
転
し
つ
つ
、農
地
や

用
水
路
の
復
旧
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
時
、こ
れ
は
農
水
省
、こ
れ
は

国
交
省
と
い
っ
た
既
存
の
縦
割
り
制
度
の

中
で
や
っ
て
い
て
は
、ど
こ
も
復
興
は
で
き
ま

せ
ん
。で
す
か
ら
、総
務
省
に
は
あ
る
程
度
、

規
制
を
緩
和
し
、街
づ
く
り
特
区
の
よ
う
な

形
で
自
治
体
自
ら
資
金
を
配
分
、マ
ネ
ー
ジ

し
て
い
け
る
よ
う
、ま
た
復
興
の
メ
ニュ
ー
を

総
合
化
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
欲
し
い
と

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

仙
台
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
取
り
組
む

こ
と
で
、１
つ
の
地
域
再
生
の
事
例
に
な
れ
ば
、

そ
れ
と
同
じ
仕
組
み
を
他
の
自
治
体
も
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。国
の
制
度
を
突
破
し
て
い

く
こ
と
は
大
変
で
あ
り
、そ
の
分
我
々
も
国
の

制
度
を
勉
強
し
、そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
の

逆
の
提
案
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
構
想
力
、国
と
の
交
渉
力
を
持
つ

こ
と
も
、一つ
の
大
き
な
モ
デ
ル
を
つ
く
る
と

い
う
意
味
で
我
々
の
役
割
だ
と
思
って
い
ま
す
。

│
│
復
興
計
画
を
作
る
過
程
で
は
外
部

専
門
家
の
支
援
も
不
可
欠
で
す
。

　

仙
台
市
で
も
復
興
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
市
の
新
総
合

計
画
が
始
ま
る
の
で
す
が
、そ
の
第
１
段
階

は
震
災
復
興
と一緒
に
進
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
、新
計
画
の
策
定
メ
ン
バ
ー
の一部
の
方
に
引

き
続
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
を
お
願
い
し
ま
し

た
。仙
台
の
強
み・弱
み
を
熟
知
し
た
方
々
な

の
で
極
め
て
実
践
的
な
構
成
だ
と
言
え
ま
す
。

│
│
今
後
の
復
興
財
源
や
市
の
財
政
な
ど

に
関
し
て
難
し
い
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
で
市
財
政
の
急
激
な
悪
化
は

必
至
で
す
。災
害
復
旧
に
は
国
の
事
業
費
が

出
ま
す
が
、そ
れ
で
イ
ン
フ
ラ
が
元
の
水
準
に

戻
っ
た
と
し
て
も
、将
来
の
更
新
費
用
ま
で
は

国
も
面
倒
を
見
て
く
れ
ま
せ
ん
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

は
、昨
年
、ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
を

通
じ
、イ
ン
フ
ラ
の
総
量
と
将
来
の
更
新
に
伴

う
財
政
問
題
に
つ
い
て
勉
強
す
る
機
会
を
持

ち
ま
し
た
。そ
の
経
験
か
ら
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ

な
ど
民
間
資
金
活
用
に
つい
て
の
仕
組
み
の
提

案
や
、そ
の
実
行
面
で
の
支
援
な
ど
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

震
災
復
興
に
は
住
民
、企
業
す
べ
て
の
力
が

必
要
で
す
。そ
う
し
た
方
々
と
心
を
１
つ
に

し
て
進
め
ば
、こ
の
未
曾
有
の
試
練
は
乗
り

越
え
ら
れ
る
。私
は
、そ
う
確
信
し
て
い
ま
す
。

（
５
月
１
１
日
取
材
）

│
│
被
災
か
ら
２
ヵ
月
た
ち
ま
し
た
。今
の

思
い
か
ら
。

　

今
回
の
被
災
の
困
難
の
一つ
は
、都
市

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
気
、ガ
ス
、水
道
が
全
面

的
に
機
能
停
止
し
た
こ
と
で
す
。仙
台
市
は

昭
和
5
3
年
に
宮
城
県
沖
地
震
の
経
験
が

あ
る
の
で
、そ
の
再
来
に
備
え
て
物
資
や

避
難
所
の
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
で

４
〜
５
日
は
籠
城
的
な
生
活
も
可
能
で
、

そ
の
間
に
救
援
が
来
る
と
想
定
し
て
い
ま
し

た
。で
す
が
、そ
れ
が
崩
れ
ま
し
た
。

　

避
難
者
数
が
1
0
万
人
超
と
想
定
よ
り

は
る
か
に
多
く
、食
料
も
避
難
所
の
数
も
、

避
難
所
に
届
け
る
人
手
な
ど
も
ま
っ
た
く
足

り
な
か
っ
た
の
で
す
。加
え
て
、そ
う
し
た
状

況
を
解
消
す
る
た
め
の
他
の
地
域
か
ら
の
支

援
に
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

も
断
た
れ
ま
し
た
。ガ
ソ
リ
ン
の
需
給
が
回
復

し
た
の
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
回
復
後
で
す
。

こ
の
逆
転
現
象
は
致
命
的
で
、我
々
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
も
っ
と
も
及
ば
な
い
所
で
し
た
。

人
口
百
万
の
都
市
で
、す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ
が

ダ
ウ
ン
し
た
こ
の
経
験
を
検
証
し
、後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
発
災
か
ら
３
週
間
後
の
４
月
１
日
に

仙
台
市
震
災
復
興
基
本
方
針
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、ど
ん
な

考
え
方
で
し
ょ
う
か
。

　

全
体
を
貫
く
基
軸
は
、や
は
り
被
災
者
の

生
活
の
再
建
で
す
。市
と
し
て
は
街
の
復
興
、

例
え
ば
農
業
地
区
を
い
か
に
競
争
力
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
か
、都
市
機
能
を
い
か
に
高

次
元
な
形
で
復
旧
さ
せ
る
か
な
ど
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、一人
ひ
と
り
の
市
民
の

思
い
は
震
災
前
の
生
活
を
取
り
戻
し
た
い
と

い
う
１
点
に
尽
き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、被
災
者

は
ご
家
族
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
失
っ
て
い
る

の
で
震
災
前
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、平
穏
な
生
活
の
回
復
に
向
け
て
市
民

と
一
緒
に
汗
を
流
す
と
い
う
こ
と
が
、基
礎

自
治
体
と
し
て一
番
根
底
に
あ
る
願
い
で
す
。

基
礎
自
治
体
と
し
て

市
民
と
一
緒
に
働
く

仙
台
市
の
役
割
自
覚
し

5
年
で
復
興
を
め
ざ
す

どこよりも早く復興し、

仙台が東北を牽引

奥山 恵美子 氏

復興へ向けて
̶被災地の決意̶

仙台市長

Emiko Okuyama

1951年、秋田市生まれ。1975年、仙台市役所
入庁後、市民局生活文化部女性企画課長、教
育局生涯学習部参事、市民局次長、教育委員
会教育長、副市長を経て、2009年8月より現
職。政令指定都市で初の女性市長。

Profile

イ ン タ ビ ュ ー

Interview

ネクスト・ジャ
パン最前線
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乗
り
切
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、長
く

は
続
き
ま
せ
ん
。市
町
村
の
役
割
は
、こ
う

し
た
被
災
者
の
パ
ワ
ー
を
引
き
出
し
、

復
旧
後
の
人
々
の
生
活
や
企
業
活
動
が

順
調
に
行
く
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と

で
す
。

│
│
森
市
長
は
検
討
部
会
で
も
、そ
う
し

た
住
民
自
治
の
パ
ワ
ー
を
引
き
出
す
た
め

の
方
策
と
し
て
災
害
復
興
特
区
制
度
が

必
要
だ
と
提
言
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
た
い
、住
民
の

生
活
を
守
り
た
い
と
一
番
強
く
思
っ
て
い
る

の
は
市
町
村
長
で
す
。そ
の
市
町
村
長
が
自

立
的
に
復
興
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

責
任
と
権
限
が
一
体
化
し
た
仕
組
み
が
国
・

県
の
支
援
の
も
と
で
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

震
災
後
、私
は
被
災
地
の
市
町
村
長
と

電
話
で
頻
繁
に
話
を
し
て
い
ま
す
が
、

彼
ら
は
日
々
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。目
の
前
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
、日
夜
頭

を
痛
め
な
が
ら
様
々
な
対
策
を
考
え
て
い
る
。

だ
か
ら
、常
に
前
向
き
な
話
が
出
て
く
る

の
で
す
。そ
う
し
た
パ
ワ
ー
を
さ
ら
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、規
制
で
縛
る
の

で
は
な
く
、自
由
な
発
想
で
物
事
が
処
理

で
き
る
裁
量
権
を
与
え
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
意
味
で
、市
町
村
自
身
が

意
欲
的・継
続
的
に
、か
つ
裁
量
権
を
持
っ
て

復
興
に
取
り
組
む
た
め
の
仕
組
み
が
特
区

制
度
な
の
で
す
。特
区
の
必
要
性
は
２
つ

あ
り
ま
す
。一つ
は
、自
立
的
な
発
展
の
た

め
住
民
の
パ
ワ
ー
を
引
き
出
し
、住
民
と

協
働
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
な

市
町
村
へ
権
限
を
与
え
る
た
め
、そ
し
て
、

も
う
一つ
は
、被
災
地
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
復
興
計
画
を

策
定
す
る
た
め
で
す
。

│
│
特
区
制
度
は
、被
災
地
域
が
求
め
る

内
容
で
実
現
す
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

復
興
構
想
会
議
も
現
場
主
義
と
い
う

言
葉
を
掲
げ
て
い
ま
す
し
、５
月
１
０
日
に

決
ま
っ
た
「
復
興
構
想
７
原
則
」で
も
、

地
域
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
て
い
く
と

し
て
い
る
の
で
、そ
の
方
向
で
進
む
で
し
ょ

う
。復
興
特
区
と
い
う
考
え
方
は
政
府
内

で
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
し
、必
ず
実
現

し
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
被
災
地
の

復
興
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
こ
の
大
震
災
で
日
本
は
ど
う
変
わ
る

の
か
。
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
復
興

構
想
会
議
に
も
参
加
さ
れ
て
い
る
森
市
長

の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
復
興
構
想
会
議
と
検
討
部
会
の

す
べ
て
に
出
席
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
様
子

は
今
ま
で
の
国
の
審
議
会
と
は
全
然
違
う

と
感
じ
て
い
ま
す
。事
務
局
が
用
意
し
た

資
料
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、自
ら
考
え
た

こ
と
を
率
直
に
議
論
し
合
う
の
で
す
。各

メ
ン
バ
ー
が
、被
災
者
の
た
め
に
自
分
が

頑
張
ろ
う
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
って
い
て
、

予
定
時
間
を
1
〜
2
時
間
も
オ
ー
バ
ー

し
て
や
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

お
そ
ら
く
今
、日
本
の
社
会
そ
の
も
の
が
、

そ
う
い
う
意
識
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
義
援
金
の
状
況
を
見
る

と
、日
本
国
民
が
１
つ
に
な
っ
て
危
機
を

解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。
今
後
の
日
本

は
、一
人
ひ
と
り
が
強
い
意
志
を
も
っ
て
立

ち
上
が
る
と
い
う
、本
来
の
民
主
主
義
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
し
、今
回

の
震
災
は
日
本
が「
協
働
型
社
会
」に
向
か

う
契
機
と
な
る
は
ず
で
す
。

│
│
こ
れ
か
ら
新
し
い
社
会
が
は
じ
ま
っ
て

い
く
わ
け
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
経
済
の
繁
栄
を
謳
歌

し
、あ
る
意
味
で〝
ぬ
る
ま
湯
〞の
よ
う
な

社
会
で
は
、人
々
は
、あ
れ
が
悪
い
、こ
れ
が

悪
い
と
批
判
す
る
だ
け
で
生
き
て
い
け
ま

し
た
。で
も
、今
は
そ
れ
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

解
決
が
必
要
な
、待
っ
た
な
し
の
課
題
が
あ

る
か
ら
で
す
。非
常
時
に
は
批
判
だ
け
し

て
も
ダ
メ
で
、で
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

提
案
と
創
造
、そ
し
て
行
動
が
な
い
と
い
け

な
い
の
で
す
。

　

大
震
災
を
経
験
し
て
、誰
も
が
社
会
の

構
成
員
の
１
人
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
で

自
分
に
で
き
る
範
囲
で
問
題
解
決
に
寄
与

す
る
と
か
、何
も
で
き
な
い
け
ど
お
金
を
出

す
と
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
な
ど
、人
々
が

批
判
で
は
な
く
前
向
き
な
提
案
・
創
造
・

行
動
を
す
る
社
会
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。震
災
か
ら
の
復
興
過
程

は
、そ
う
い
う
社
会
へ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
思
い
ま
す
。（
５
月
１
３
日
取
材
）

│
│
大
震
災
後
、中
越
地
震
を
経
験
し
た

自
治
体
の
市
長
と
し
て
、ま
た
被
災
地
支
援

を
指
揮
す
る
全
国
市
長
会
会
長
と
し
て
、

さ
ら
に
国
の
震
災
復
興
構
想
会
議
検
討

部
会
長
代
理
と
し
て
精
力
的
に
発
言
さ

れ
て
い
ま
す
。
復
興
過
程
に
お
け
る
被
災

地
域
住
民
・
企
業
お
よ
び
市
町
村
の
役
割

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
確
認
し
た
い
の
は
、地
方
自
治
の

前
提
は
団
体
自
治（
行
政
）と
住
民
自
治

（
地
域
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
）と
の
連
携
、最
近
の
言
葉

で
言
え
ば「
協
働
」に
よ
っ
て
成
立
す
る
と

い
う
こ
と
。そ
の
上
で
、今
回
の
よ
う
な
災

害
時
に
は
多
く
の
住
民
が
支
援
を
要
す
る

弱
い
立
場
に
な
る
た
め
、行
政
の
力
が
極
め

て
大
切
に
な
る
わ
け
で
す
が
、ど
ん
な
に

厳
し
い
条
件
の
中
で
も
住
民
自
治
の
前
提

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

あ
え
て
そ
う
言
う
の
は
、非
常
時
に
は

あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解
決
が
行
政
に
期
待
さ
れ
、

と
も
す
る
と
住
民
自
治
の
自
立
的
な
パ
ワ
ー

を
忘
れ
が
ち
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
中
小
企
業
は
、設
備
が
壊
れ
た

り
出
荷
で
き
な
い
中
で
も
事
業
を
再
開
し
、

会
社
を
維
持
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
時
、「
必
ず
元
通
り
に
し
て
み
せ
る
ぞ
」

と
い
う
強
い
意
欲
が
あ
る
と
驚
く
ほ
ど
の

パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
の
で
す
。１
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
も
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
、

あ
る
い
は
、地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
も
お
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
で
、す
ご
い
力
を
発
揮
し

ま
す
。厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、生
き
抜
く

た
め
、地
域
を
維
持
す
る
た
め
に
必
死
に

頑
張
る
パ
ワ
ー
は
尊
い
も
の
で
あ
り
、そ
れ

が
復
旧
復
興
の
基
本
に
な
る
の
で
す
。

　

中
越
地
震
の
経
験
か
ら
言
っ
て
も
、

被
災
者
が
受
け
身
の
気
持
ち
に
な
る
と

本
来
の
復
興
は
困
難
で
す
。
被
災
者
の

自
立
的
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
力
、

自
立
的
に
生
活
し
て
い
こ
う
と
す
る
パ
ワ
ー

を
尊
重
し
、個
の
尊
厳
を
し
っ
か
り
踏

ま
え
た
も
の
で
な
い
限
り
、本
当
の
支
援

に
は
な
ら
な
い
し
、１
〜
２
年
の
復
旧
期
は

住
民
自
治
の
前
提
忘
れ
ず

被
災
者
の
力
を
引
き
出
せ

大
震
災
を
機
に

協
働
型
社
会
へ

協働の力で

創造的復興を Interview
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高
地
移
動
し
て
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

が
次
善
と
な
る
。
高
地
移
動
後
の
ま
ち

に
お
い
て
も
、津
波
の
際
に
逃
げ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、ま
ち

の
近
く
に
は
十
分
な
高
さ
と
、堅
牢
な

地
盤
や
周
辺
崖
面
を
持
つ
避
難
場
所
を

設
け
、さ
ら
に
高
い
位
置
に
別
な
避
難
場

所
を
設
け
る
重
層
な
避
難
構
造
と
す
る

べ
き
で
あ
る
。

　

避
難
場
所
へ
の
経
路
を
明
確
に
す
る
た

め
に
幹
線
道
を
避
難
方
向
に
向
け
て
創
る

こ
と
が
有
効
で
あ
る
。避
難
に
マ
イ
カ
ー
が

使
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、そ
の
道
路

は
マ
イ
カ
ー
で
も
、徒
歩
で
も
十
分
に
逃

げ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
を
要
す
る
。 

　

津
波
防
波
堤（
防
浪
堤
）、防
潮
堤
等

は
、
津
波
の
勢
い
や
高
さ
を
減
殺
し
、

被
害
を
軽
減
し
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る

が
、巨
費
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
多
く

の
津
波
防
波
堤
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
費
用
を
別
な
形
で
津
波
対
策

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば（
た
と
え
ば

建
物
の
中
層
化
や
R
C
化
、高
地
移
動

等
）、相
当
の
代
替
事
業
が
行
え
る
の
で

あ
る
か
ら
、何
が
も
っ
と
も
有
効
な
対
策

で
あ
る
か
を
柔
軟
な
発
想
で
考
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

波
は
、地
域
の
経
済
活
動
や
、地
域

社
会
そ
の
も
の
に
も
壊
滅
的
な
打

撃
を
与
え
た
。被
災
地
で
現
在
通
常
の
生
産

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
事
業
所
は
ご
く
僅
か

で
あ
り
、で
き
る
だ
け
早
く
生
産
活
動
を
再

開
し
て
、雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。し
か
し
、主
力
産
業

で
あ
る
漁
業
、養
殖
業
、農
業
、製
造
業
な
ど

が
再
開
で
き
る
に
は一
定
の
時
間
を
要
す
る
。

そ
こ
で
、被
災
者
主
導
の
復
興
を
担
う
組
織

と
し
て「
復
興
ま
ち
づ
く
り
会
社
」を
被
災

自
治
体
ご
と
に
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
。そ
の
機
能
は
、ガ
レ
キ
撤
去
・
分
別
・

再
利
用
や
処
分
・ま
ち
の
復
興
・
産
業
復
興
・

イ
ン
フ
ラ
復
興
・
物
産
販
売
等
多
岐
に
わ
た

る
。被
災
者
は
有
給
の
社
員
と
し
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
本
業
が
復
興
さ
れ
、軌
道
に
乗
る
ま

で
、復
興
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
雇
用
さ
れ
て

復
興
に
携
わ
る
。復
興
ま
ち
づ
く
り
会
社

は
被
災
者
主
導
を
明
確
に
す
る
た
め
に

首
長
を
社
長
と
し
、国
や
県
か
ら
の
応
援
部

隊
を
受
け
入
れ
、地
元
の
民
間
企
業
、

N
P
O
等
、さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
受
け
入
れ

る
。ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
計
画
づ
く
り

を
開
始
す
る
。市
町
村
役
場
は
そ
の
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
を
こ
な
す
た
め
に
復
興
ま
ち

づ
く
り
会
社
と
は
別
に
存
在
し
、両
者
は
首
長

と
社
長
を
介
し
て
密
接
な
連
携
を
と
る
。

　

5
年
前
後
が
お
そ
ら
く
集
中
し
て
復
興

に
専
念
す
る
期
間
で
あ
ろ
う
か
ら
、こ
の
間

を
復
興
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
存
続
期
間
と

し
、社
員
は
順
次
復
興
さ
れ
た
本
来
の
仕
事

に
戻
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

　

ま
た
、全
国
の
企
業
に
被
災
地
へ
工
場
や
事

業
所
を
立
地
し
て
、雇
用
機
会
を
提
供
す
る
よ

う
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。こ

れ
ら
を
通
じ
て
、地
域
経
済
が
動
き
出
せ
ば
、

復
興
事
業
全
体
に
も
弾
み
が
出
て
こ
よ
う
。

災
害
の
復
興
に
は
官
民
の
相
当
な

資
金
が
必
要
と
な
る
。特
に
復
興

過
程
で
は
公
的
資
金
が
投
じ
ら
れ
る
必
要

が
あ
る
。そ
の
財
源
に
つ
い
て
、ま
ず
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、連
帯
の
精
神
に
基

づ
く
復
興
連
帯
財
政
で
あ
る
。つ
ま
り
既
に

執
行
さ
れ
て
い
る
今
年
度
予
算
か
ら
、非
被

災
地
に
お
い
て
は
5
〜
2
0
％
を
節
約
し

（
費
目
毎
に
指
定
）、被
災
地
の
復
興
に
充
て

る
。全
国
が
被
災
地
の
た
め
に
集
中
復
興
期

間
の
数
年
間
は
節
約
を
し
て
復
興
を
支
援

す
る
体
制
を
公
的
資
金
の
執
行
を
通
じ
て

と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

次
に
考
え
る
べ
き
な
の
は
復
興
債
の
発
行

で
あ
る
。復
興
に
よ
っ
て
で
き
る
新
た
な
ま

ち
、イ
ン
フ
ラ
は
将
来
世
代
も
利
用
で
き
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、そ
の
費
用
の一
部
を
将
来

へ
の
債
務
の
形
で
将
来
世
代
に
託
す
こ
と
は

合
理
的
で
あ
る
。新
規
の
国
債
発
行
は
極
力

抑
え
て
、前
述
の
復
興
連
帯
財
政
に
よ
っ
て
財

政
資
金
を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
被
災
地・被
災
者
向
け
の
財
政

資
金
の一
部
は
低
利
融
資
制
度
を
設
け
る
た

め
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。生
産
再
開
の

め
ど
が
立
つ
に
つ
れ
て
、企
業
の
資
金
需
要

が
出
て
く
る
か
ら
産
業
活
動
の
活
性
化
の

た
め
に
積
極
的
に
被
災
地
向
け
の
低
利
融

資
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

節
約
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
被
災
地
復

興
の
財
源
が
十
分
で
な
い
と
な
れ
ば
、期
間
限

定
の
増
税
に
よ
っ
て
資
金
を
確
保
す
る
こ
と

も
あ
り
得
よ
う
。増
税
措
置
を
と
る
場
合
に

は
、当
然
な
が
ら
、復
興
事
業
の
大
枠
を
示

し
、か
つ
期
間
を
限
定
し
て
、国
民
の
理
解
と

了
解
を
得
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

震
、津
波
、原
発
破
壊
が
重
な
っ
た

東
日
本
大
震
災
は
、
被
害
の

大
き
さ
と
、将
来
に
与
え
る
影
響
の
深
刻

さ
に
お
い
て
未
曾
有
の
も
の
と
いっ
て
よ
い
。

　

筆
者
が
現
地
で
見
聞
し
た
限
り
で

は
、地
震
の
揺
れ
そ
の
も
の
が
引
き
起
こ

し
た
建
物
倒
壊
な
ど
の
被
害
は
多
く
な

か
っ
た
よ
う
だ
。し
た
が
っ
て
、地
震
に
よ

る
被
害
は
、ほ
ぼ
、岩
手
県
〜
福
島
県
の

広
い
範
囲
を
お
そ
っ
た
大
津
波
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
、原
発
損
壊
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
津
波
の
よ
う
に

海
岸
沿
い
の
5
0
0
k
m
に
及
ぶ
一
帯
に

死
者
の
出
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害

で
、原
状
復
帰
で
は
な
い
ま
ち
の
立
地
を

復
興
策
と
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
は
津
波
災
害
に
特
有
の

課
題
と
い
え
よ
う
。そ
こ
で
、以
下
で
は
、

主
と
し
て
岩
手
県
、宮
城
県
に
お
け
る

津
波
災
害
か
ら
の
復
興
に
焦
点
を
当
て

て
、基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
る
こ
と
に

し
た
い
。波

に
よ
っ
て
被
災
し
た
地
域
は

津
波
危
険
地
帯
で
あ
る
か
ら
、

で
き
る
限
り
同
じ
場
所
に
は
集
落
を

再
建
せ
ず
に
高
台
に
移
転
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。こ
の
考
え
方
は
高
地
移
動
と

呼
ば
れ
る
。

　

し
か
し
、こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
は
、

高
地
移
動
と
は
言
う
は
易
く
行
う
の
は

難
い
方
策
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、今
回
の

復
興
に
あ
た
っ
て
は
、少
し
大
が
か
り
な

宅
地
造
成
も
選
択
肢
と
し
た
種
々
の
代

替
案
を
計
画
に
取
り
入
れ
て
、居
住
す
る

住
民
自
ら
が
、検
討
し
て
、決
定
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。原
地

か
ら
そ
う
遠
く
な
く
、
低
地
に
残
る

農
地
、漁
港
な
ど
へ
の
行
き
来
が
容
易
で

あ
る
こ
と
や
、小
中
学
校
、病
院
等
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
等
が
被
災
者
が
高

地
移
動
を
決
意
す
る
重
要
な
鍵
と
な
る

だ
ろ
う
。ま
ち
そ
の
も
の
を
す
べ
て
高
台

に
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
住
宅
等
、滞
在
時
間
の
長
い
施
設
を

復
興
事
業
の

財
源
確
保
に
は

国
民
の
理
解
が
不
可
欠

産
業
復
興
ま
で
、「
復
興

ま
ち
づ
く
り
会
社
」
な
ど

経
過
的
な
措
置
を
と
る

高
地
移
動
で

津
波
被
害
を
防
げ

被災者・被災地主導による

自立復興と

全国からの連帯支援

地

津

津

大
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何
ら
か
の
新
し
い
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

づ
く
り
も
課
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
被
災

者
の
生
活
再
建
を
支
え
る
の
で

あ
り
、震
災
復
興
は
、つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
復
興
で
も
あ
る
。

　

被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
を
正
確

に
把
握
し
、何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

ど
う
い
う
支
援
が
必
要
か
、ニ
ー
ズ
を
的

確
に
評
価
す
る
こ
と
が
、有
効
な
支
援

を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、復
興
を
早

め
る
前
提
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
を
誰
が

ど
の
よ
う
に
行
う
か
が
問
題
で
あ
り
、

ニ
ー
ズ
の
測
定
・
評
価
・
調
整
の
シ
ス
テ
ム

を
い
か
に
構
築
す
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
被
災
者
本
人
が
ニ
ー
ズ
を
自
覚

的
に
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い

が
、そ
れ
が
難
し
い
場
合
が
多
く
支
援

が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。

　

市
町
村
は
震
災
前
か
ら
日
常
的
に
住

民
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
て
行
政
を
行
っ
て

き
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、復
興
過
程
に

お
い
て
も
ニ
ー
ズ
の
測
定
・
評
価
・
調
整
を

最
も
中
心
的
に
担
う
は
ず
で
あ
る
。た
だ
、

今
回
は
行
政
組
織
自
体
が
大
き
な
損
害

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、ま
た

行
革
・
合
併
な
ど
で
行
政
職
員
数
を
減

ら
し
て
き
た
こ
と
も
影
響
し
て
、市
町

村
行
政
の
み
で
こ
れ
ら
の
機
能
を
担
う

こ
と
は
実
態
と
し
て
困
難
で
あ
る
。

N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
本
来
的
に
被

災
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
そ
の
ニ
ー
ズ

を
く
み
上
げ
よ
う
と
い
う
志
向
を
持
っ

て
い
る
。行
政
と
N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
協
働
に
よ
る
相
乗
的
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

　

同
時
に
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
す
る
に
は
専
門
性
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。ニ
ー
ズ
は
医
療
、

福
祉
、介
護
、ケ
ア
、教
育
、公
衆
衛
生
、

な
ど
き
わ
め
て
広
範
囲
の
領
域
に
わ
た
る

で
あ
ろ
う
。い
ず
れ
も
生
活
再
建
に
か
か

わ
る
社
会
的
共
通
資
本
で
あ
る
。

　

社
会
的
共
通
資
本
の
特
徴
の
一つ
は
、

そ
の
供
給
シ
ス
テ
ム
が
専
門
性
を
基
礎

に
す
る
も
の
で
あ
り
、専
門
家
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
ら
の

分
野
に
お
い
て
は
災
害
発
生
直
後
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が
被
災
地
に

自
主
的
に
訪
れ
、ま
た
派
遣
さ
れ
て
、

被
災
者
支
援
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
震
災
復
興
の
起
点
と
な
る

被
災
者
の
生
活
再
建
は
、家
族
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、市
町
村
、N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

専
門
家
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
出
発
点
と
な
る
。
復
興
過
程

の
速
度
や
質
は
、こ
れ
ら
の
主
体
が
市
場

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
ど
れ
だ
け
協
働

し
て
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
依
存
し
て
い
る
。
主
体

間
・
資
源
配
分
機
構
間
の
重
層
的
支
援

シ
ス
テ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
が
復
興
過
程
の
成

否
の
鍵
を
握
る
の
で
あ
る
。

後
の
課
題
と
し
て
ま
ず
挙
げ

ら
れ
る
こ
と
は
、構
築
さ
れ
て

き
た
一
人
ひ
と
り
の
被
災
者
に
寄
り
添
う

シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
し
て
継
続
的
な
シ

ス
テ
ム
に
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
医
療

シ
ス
テ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
震
災

前
の
供
給
体
制
が
脆
弱
で
あ
っ
た
場
合

に
は
、継
続
的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
被
災
地
域
の
社
会
的
共
通
資
本
の

再
構
築
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

　

こ
の
他
に
も
震
災
復
興
に
向
け
て
の

課
題
は
多
い
。
被
災
地
域
は
優
良
な
農

林
水
産
業
の
地
域
で
あ
っ
た
。こ
う
し
た

一
次
産
業
の
再
生
に
優
先
的
に
取
り
組

む
こ
と
は
雇
用
を
確
保
す
る
う
え
で
も

必
須
で
あ
る
。ま
た
、被
災
地
域
の
産
業

集
積
が
世
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
貴

重
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
も
産
業
基

盤
で
あ
る
が
、そ
の
再
生
は
物
的
な
も
の

だ
け
で
な
く
、業
の
担
い
手
で
あ
っ
た
人

材
を
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
壊
さ
な
い
ス
ピ
ー
ド

感
が
復
興
に
は
欠
か
せ
な
い
。こ
の
た
め

に
は
県
や
産
業
団
体
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、国
の
支

援
無
く
し
て
成
功
は
あ
り
え
な
い
。

　

分
権
型
震
災
復
興
は
被
災
者
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
か
ら
出
発
す
る
け
れ

ど
も
、現
地
で
の
取
り
組
み
、そ
れ
を
支

え
る
市
町
村
、県
、国
が
ま
さ
に
協
働
す

る
必
要
が
あ
る
。こ
の
点
か
ら
も
重
層

的
支
援
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

日
本
大
震
災
は
、地
震
、津
波
、

原
発
事
故
が
複
合
し
た
広
域
に

わ
た
る
大
災
害
に
な
っ
た
。震
災
復
興
は

容
易
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、被
災
者
自
身
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、N
P
O・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

各
分
野
の
専
門
家
、自
治
体
な
ど
が
復
興

に
立
ち
上
が
る
と
と
も
に
、そ
れ
に
対
す
る

支
援
の
輪
も
広
が
っ
て
い
る
。支
援
を
通
じ

て
従
来
に
な
い
つ
な
が
り
が
つ
く
ら
れ
、絆

や
連
帯
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、今
回
の

震
災
復
興
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。そ
れ
は

国
際
的
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

災
復
興
が
始
ま
り
だ
し
て
直

ち
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

被
災
の
状
況
が
本
当
に一
人
ひ
と
り
異
な
り
、

そ
の
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

両
親
を
失
っ
た
子
供
、生
活
の
糧
で
あ
っ

た
漁
船
が
壊
さ
れ
た
漁
師
、放
射
能
汚
染

で
避
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
酪
農
家
、

工
場
が
損
壊
し
た
経
営
者
な
ど
な
ど
異

な
る
状
況
に
あ
る
被
災
者
そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
支
援
が
考
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

震
災
復
興
は
何
よ
り
も
人
間
の
復
興
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
は
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
復
興
を

考
え
る
に
は
、画
一
的
な
支
援
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
分
権
型
復
興

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
が
そ
れ
を

支
え
る
と
い
う
の
が
望
ま
し
い
構
図
で

あ
る
。

　

被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
は
異
な
る

け
れ
ど
も
、被
災
者
は
一
人
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。人
間
は
誰
し
も
家
族

や
他
者
と
の
関
係
の
中
で
生
き
て
い

る
。し
た
が
っ
て
、被
災
者
へ
の
支
援
は
最

終
的
に
は
被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
自
立
を

め
ざ
す
も
の
で
は
あ
る
が
、そ
の
た
め
に

は
被
災
者
が
震
災
前
に
持
っ
て
い
た
他
者

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
を
再
生
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
あ
る
場
合
に
は
被

災
に
よ
っ
て
従
来
の
関
係
を
再
生
す
る

こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
う
復
興
支
援

課
題
は
、重
層
的
支
援

シ
ス
テ
ム
の
確
立

市
町
村
・
N
P
O
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
専
門
家
が

協
力
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握

分権型震災復興と

重層的支援システム

東

震

つ

今
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に
向
う
道
筋
は
、日
本
全
体
が
今
後
追
随

す
べ
き
未
来
を
指
し
示
す
も
の
と
い
え
る
。

い
ま
や
首
都
圏
以
下
の
大
都
市
地
域
で
も
、

総
人
口
増
加
と
い
う
見
か
け
と
は
裏
腹
に

生
産
年
齢
人
口
減
少
は
進
ん
で
い
る
。日
本

人
全
員
が
こ
の
壮
大
な
取
り
組
み
を
わ
が

事
と
し
て
受
け
止
め
、共
に
参
画
し
、自
分

た
ち
の
進
む
べ
き
未
来
を
そ
こ
に
見
出
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。

論
は
共
通
で
も
、今
回
の
被
災
地

域
は
広
大
で
あ
り
、被
害
状
況
は

さ
ま
ざ
ま
だ
。日
本
政
策
投
資
銀
行
地
域

振
興
グ
ル
ー
プ
の
推
計（ｐ
8
〜
9
参
照
）に

よ
れ
ば
、今
回
の
震
災
の
設
備
被
害
は
1
6

兆
円
以
上
に
の
ぼ
る
が
、内
陸
部
で
の
被
害

率
が
2
〜
5
%
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、津
波
に

直
撃
さ
れ
た
沿
岸
部
の
被
害
率
は
7
〜

4
6
%
と
格
段
に
高
い
。そ
の
津
波
被
災
地

域
で
も
、石
巻
以
北
の
三
陸
沿
岸
と
、東
松

島
以
南
の
海
岸
平
野
で
は
、地
域
特
性
が

ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
。こ
の

原
稿
執
筆
時
点
で
ま
だ
収
束
の
目
途
が
立
っ

て
い
な
い
原
発
周
辺
地
域
の
問
題
は
、そ
れ

ら
と
は
ま
た
異
質
の
も
の
と
し
て
腰
を
据
え

て
取
り
組
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

津
波
被
災
地
域
の
復
興
に
際
し
て
は
、

人
口
減
少
の
今
後
を
見
据
え
、今
回
建
物
の

全
壊
の
な
か
っ
た
範
囲
に
居
住
機
能
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
集
中
す
る
こ
と
で
、夜
間
に
津
波

が
再
来
し
て
も
安
心
な
生
活
環
境
を
子
孫

に
遺
す
べ
き
だ
。平
地
の
豊
富
な
海
岸
平
野

で
は
安
全
だ
っ
た
農
地
を
、三
陸
沿
岸
で
は

丘
陵
部
の
既
開
発
地
や
谷
の
奥
の
住
宅
地
・

農
地
を
、自
治
体
が
買
い
上
げ
て
居
住
空
間

と
し
、冠
水
部
分
に
あ
っ
た
宅
地
と
の
換
地

を
行
う
。あ
る
い
は
冠
水
土
地
と
非
冠
水
の

可
住
地
を
一
括
し
て
、自
治
体
と
住
民
が

参
画
し
て
作
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
定
期

借
地
し
、冠
水
部
分
に
土
地
を
有
す
る
人
に

非
冠
水
部
分
の
土
地
を
貸
し
て
、貸
賃
料
は

借
地
料
と
相
殺
す
る
。土
地
の
所
有
と
利
用

の
分
離
を
取
り
入
れ
て
、金
銭
授
受
な
し
に

安
全
な
生
活
空
間
を
提
供
す
る
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

居
住
空
間
の
同
等
以
上
に
重
要
な
の
が

雇
用
の
再
建
だ
。三
陸
沿
岸
に
つ
い
て
は
、

親
潮
と
北
上
高
地
の
広
葉
樹
林
か
ら
の
栄

養
分
が
育
む
世
界
最
高
水
準
の
水
産
資
源

が
、復
興
の
テ
コ
と
な
る
。瓦
礫
の
浚
渫
、

漁
船
や
養
殖
設
備
の
再
投
資
、漁
港
施
設
や

水
産
加
工
設
備
な
ど
の
集
約
化・合
理
化
を

伴
う
再
整
備
と
、必
要
事
項
は
膨
大
に
あ

る
が
、世
界
中
の
高
級
中
華
料
理
店
や
寿
司

屋
に
向
け
て
売
上
が
立
つ
の
だ
か
ら
、必
ず

再
生
で
き
る
。漁
獲
量
が
ま
だ
少
な
い
再
建

時
期
に
ど
れ
だ
け
希
少
性
を
売
り
出
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
に
よ
る
値
上
げ
を
実
現
で

き
る
か
が
、従
前
以
上
の
雇
用
吸
収
力
を

実
現
す
る
鍵
だ
。

　

海
岸
平
野
に
つ
い
て
は
被
っ
た
砂
を
除
去

し
塩
を
抜
い
て
優
良
農
地
を
再
生
す
る
、こ

れ
ま
た
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要
と
な

る
。幸
い
こ
れ
ら
地
域
は
仙
台
市
の
近
郊

だ
。神
戸
は
震
災
を
経
て
、医
療
産
業
や

国
際
観
光
の
中
枢
都
市
と
し
て
進
化
し
た
。

仙
台
に
は
、世
界
一
震
災
に
強
い
街
と
い
う
実

績
を
売
り
物
に
新
た
な
中
枢
機
能
を
獲
得

す
る
こ
と
で
、被
災
地
経
済
の
牽
引
役
と
し

て
貢
献
し
て
欲
し
い
。

災
後
日
本
の
復
興
と
繁
栄
を
支

え
る
べ
き
な
の
は
、カ
ラ
ミ
テ
ィ
プ

ル
ー
フ
の
国（
ど
ん
な
天
災
に
あ
っ
て
も
被
害

を
最
小
化
で
き
、何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
復
興
す
る
国
）と
い
う
国
際
的
な
ブ
ラ

ン
ド
だ
。訳
す
な
ら
、免
震
構
造
の
建
築
物

に
な
ぞ
ら
え
て「
免
災
」構
造
の
国
と
呼
ぶ

べ
き
か
。今
回
震
災
で
は
、震
度
６
以
上
の

強
震
に
見
舞
わ
れ
た
広
大
な
範
囲
に
お
い

て
、津
波
以
外
の
揺
れ
だ
け
を
原
因
と
す
る

人
命
被
害
が
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
。こ
れ

は
東
北
地
方
が
過
去
の
災
害
の
教
訓
を
活

か
し
て
建
物
の
耐
震
性
を
強
化
し
て
き
た

こ
と
の
成
果
だ
。そ
の一
方
、今
回
は
内
陸
部

を
中
心
と
し
た
工
場
の
被
災
で
、サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
麻
痺
が
世
界
経
済
に
ま
で
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
迅
速
な
復
興
に
懸
命
の

努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の
教
訓
を
、

今
後
の
他
の
産
業
地
帯
の
被
災
時
に
活
か

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
免
災
」構
造
の
国
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の

完
成
は
、将
来
の
首
都
圏
直
下・関
東・東
海・

東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
ま
で
に
、社
会

シ
ス
テ
ム（
経
済
シ
ス
テ
ム
、公
共
シ
ス
テ
ム
）

の
見
直
し
を
固
め
、実
際
に
こ
れ
ら
の
地
震

が
発
生
し
た
際
に
そ
の
有
効
性
を
世
界
に

示
す
こ
と
が
で
き
る
か
、に
か
か
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
官
民
は
知
恵
や
資
金
を
惜
し
む

べ
き
で
は
な
い
。今
回
の
被
災
地
域
は
、今
後

の
再
興
を
通
じ
て
、「
免
災
」構
造
の
国
に
向

け
た
最
先
進
地
域
と
し
て
全
国
の
モ
デ
ル

と
な
る
べ
き
場
所
と
い
え
る
。

回
の
震
災
の
衝
撃
を
、敗
戦
時
に

な
ぞ
ら
え
る
論
が
あ
る
。確
か
に
、

時
代
の
変
わ
り
目
を
画
す
る
惨
禍
と
い
う

点
は
共
通
だ
。だ
が
、人
口
急
増
期
だ
っ
た

「
戦
後
」と
、人
口
減
少
期
で
あ
る「
震
災

後
」の
違
い
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

後
半
世
紀
に
、わ
が
国
の
生
産

年
齢
人
口（
1
5

̶

6
4
歳
）は

倍
増
し
た
。地
盤
の
弱
い
低
湿
地
や
定
期
的

に
津
波
に
洗
わ
れ
る
地
区
ま
で
を
も
都
市

開
発
せ
ね
ば
、増
え
続
け
た
人
口
を
収
容
し

切
れ
な
か
っ
た
。反
面
、増
え
続
け
る
現
役

世
代
に
輸
出
産
業
を
中
心
と
し
た
仕
事
を

与
え
る
こ
と
で
、内
需
も
拡
大
し
、そ
れ
が

ま
た
大
量
の
雇
用
を
生
む
と
い
う
好
循
環

が
達
成
で
き
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。客
数
の

増
加
を
前
提
に
、大
量
生
産
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

し
薄
利
多
売
を
進
め
る
こ
と
が
、成
長
の

方
程
式
と
し
て
普
及
し
た
。

　

し
か
し
今
後
の
半
世
紀
に
は
、生
産
年
齢

人
口
の
半
減
と
い
う
時
計
の
逆
回
転
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。団
塊
世
代
と
そ
の
子
供
の
世

代
が
続
々
と
6
5
歳
を
越
え
て
い
く
た
め

だ
。そ
れ
で
も
欧
州
な
ら
最
大
国
と
い
う
程

度
の
人
口
規
模
は
維
持
で
き
る
が
、経
済
力

を
維
持
す
る
に
は
こ
れ
ま
で
と
は
逆
方
向
の

工
夫
が
必
要
だ
。
す
な
わ
ち
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ

総
額
」の
拡
大
か
ら「
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」

の
維
持
拡
大
へ
、「
大
量
生
産
販
売
に
よ
る

値
下
げ
競
争
」か
ら「
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
に
よ
る

値
上
げ
競
争
」へ
、「
開
発
地
の
拡
大
」か
ら

「
災
害
に
強
い
場
所
に
向
け
た
再
凝
集
」へ
。

人
口
増
の
中
で
反
射
的
に
増
大
し
て
き
た

地
価
が
今
度
は
長
期
的
に
下
落
を
続
け
る

中
、奈
良
時
代
の
墾
田
永
年
私
財
法
以
来
の

「
土
地
所
有
権
絶
対
主
義
」も
、「
土
地
の

所
有
と
使
用
の
分
離
」と
い
う
大
き
な
流
れ
に

押
し
流
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
支
え
る
の
が
、官
民
峻
別
の
時
代

か
ら
民
も
公
の一
部
を
担
う「
公
民
連
携
」の

時
代
へ
、と
い
う
変
化
だ
。

　

今
回
被
災
地
域
の
多
く
は
、全
国
に
先

ん
じ
て
被
災
前
か
ら
、急
速
な
人
口
減
少
を

経
験
し
て
き
た
。そ
う
し
た
地
域
が
復
興

生
産
年
齢
人
口
半
減
の

時
代
の
新
た
な
原
理

地
域
特
性
に

応
じ
た
復
興
を

目
標
は「
免
災
」
構
造
の
国

震災復興と

今後の日本の戦略

戦 今

総

震
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